
第 543回 テ レ ビ 岩 手 放 送 番 組 審 議 会 

 

１．日  時  2018年 7月 17日（火）午後 0時 45分～ 

 

２．開催場所  テレビ岩手 6階大会議室 

 

３．委員総数    9名 

出席委員   7名 

副 委 員 長   恒川 かおり 

委   員    大橋 綾子 

委   員   佐藤 健志 

委   員   髙橋 司 

委   員   渡辺 理雄 

委   員   前田 千香子（新任） 

委   員   石田 亨(新任) 

 

欠席委員  2名 

委  員  長     三浦 茂樹 

委   員   加藤 千晶 

 

 

社 側 出 席 者    

楢崎 憲二（取締役会長） 

榧野 信治（代表取締役社長） 

          青山 尚之（専務取締役 兼 営業局長） 

畑山 篤（取締役 報道制作担当 兼 編成局長） 

柴柳 二郎（報道制作局長） 

小形 恵一（報道制作局報道部長） 

 

事 務 局      遠藤 隆 （編成局放送番組審議会事務局長） 

平山 亜希子（編成局編成業務部副部長） 

 

４. 議  題    
1．6/30（土）15:00～15:30  ニュースプラス１特集 

     「それでもつくる…アレルギーと向き合う菓子職人」 



2. その他 

５. 資  料  (資料として以下のものを配布) 

・ 視聴者からのご意見 

６．意  見 
委員側意見 
局側意見 
〇アレルギーを抱えながらケーキ作りを続ける職人と、いちごケーキを楽しみにしている

子どもを取り上げた事で、非常に構図が分かりやすく、番組の内容にすっと入れた。 
〇食物アレルギーそのものについての発症のメカニズムや、推計患者数、病状の経過、治療

法などの医療情報の説明があってもよかった。 
〇職人さんの治療の現状が気になった。皮膚を保護しきってから、食材を扱うことがあれば

アレルギーが幾重にも重ならないのではないのかなと感じた。 
〇近年アレルギーの発症が多く、それらを題材にして困っている方々を助ける、様々な職

業の方が様々な分野で努力しているのだろうと感じさせる番組で非常に好感が持てた。 
〇取材の方が７才の子どもに「卵ってどんな味がするのかな。」と聞いているシーンがあっ

た。アレルギーが治った時点で聞くなら理解できるが、意図がはっきりしないので、その

質問はするべきではなかったのではないかなと思った。 
〇食物アレルギーというものに自分が非常に無関心であり無知であったなと感じた。触って

もアレルギー反応で水ぶくれがあったり、出演した子どもが数ミリリットルの牛乳で苦し

い症状が出たり、突然発症するという事も知らず全く認識がなかった。大変さというのは

我々が想像できないようなレベルなんだと感じた。 
〇食物アレルギーというものがお茶の間のみなさんにそんな特別な例ではないという事を

伝える工夫がもう少しあってもよかった。 
〇職人魂に非常に感銘を受けた。コメントの中で「喜んでもらえるのがやりがいだ。」と言

っていて社会人として仕事というものはそういうものでありたいと感じた。 
〇菓子職人のやりがいは喜んでもらえること、子どもの夢はケーキ屋さんになる事、お互い

が通じ合っていてすごく心温まる番組だと思った。二人だけでなく、双方のご家族の様子

やコメントも取材できていたのも良かった。 
〇ショック症状が出たときにエピペンという、衣服の上からでも打ち込むタイプの薬があり

症状を緩和することができるので、菓子職人の状況が想像だけで話すが、おそらくお持ち

だと思うので、命がけで危険な事であるということと、そのために色々な注意を払ってい

るところは取り上げたほうがよかったのではないか。 
〇病院のシーンで女性の看護師さんが映っていて、名札が映っていたのが気になった。 
〇取材者が取材対象者の方々に長く寄り添って取材をされたと感じた。苦しみや喜び、希望

を、素直な表情でみなさん語っていた。心の動きや思いがよく伝わった。最も感動したの

は、家族で同じものを食べられる喜びということについて、誕生日の歌のところで、家族



や菓子職人が、子供を思う気持ちがすごく感じられた。 
〇「卵ってどんな味がするかな。」と問う場面。答えたあと、子どもがものすごく寂しそう

な表情をしたシーンが忘れられない。もしかしたら一生付き合っていく寂しさや彼の辛

さが最も表れた場面だったのではと思った。しかし、その問いが彼を傷つけることにな

らないのかどうか、そのことは本当に必要な事だったのかどうかという思いが消えない

し、制作側の意図がそのシーンに対してあったと思うが、それをやるかどうかについて、

悩んでいていただきたいという気持ちだ。悩んだうえでやったという事であれば、それ

はそのように受け止めたい。 
局側意見 
〇県南を担当するカメラマンが、取材対象の菓子職人と出会いその仕事に対する姿勢などを

伝えたいし、アレルギーの実情も表現できるのではないかという事で、取り上げた。 
〇アレルギーのメカニズム等の話があったほうがよかったというご意見はご指摘の通り。 
〇菓子職人の方はお医者さんに言われた通りお薬は服用しており、卵に手を入れたりや小

麦粉をこねるところは、かなり厳重に対策をやっていると聞いている。 
 
 
７．審議機関の答申または意見の概要を公表した場合のおけるその公表の内容、方法及

び年月日 
公表の方法 

① 自社放送 7月 24日（火）11:45-11:52「あなたと歩むテレビ岩手」 

     ②テレビ岩手本社での備え置き 
     ③読売新聞への掲載（別添） 
     ④自社 HP での掲載  http://www.tvi.jp/banshin/index.html 
 
 


